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５
月
臨
時
会
に
お
い
て
議
長
が

決
ま
り
ま
し
た
。木

　
村
　
喜
　
徳

「
就
任
に
あ
た
っ
て
」

市
民
の
皆
様
方
に
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
市
民
の
皆
様
方
の
深
い

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
１　３　
年
第
２
回

藤
岡
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議

長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
、

そ
の
重
責
と
使
命
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
高
度

情
報
化
、
地
方
分
権
化
な
ど
激
し

く
変
化
す
る
社
会
環
境
に
と
も
な

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議

長

決

ま

る

い
、
市
政
に
た
い
す
る
市
民
の
ニ

ー
ズ
は
広
範
か
つ
多
様
化
、
高
度

化
し
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
任

も
重
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
公
正
で
円
滑
な

議
会
運
営
と
本
市
の
発
展
、
市
民

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
懸
命
の
努

力
を
傾
注
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。何

卒
、
市
民
の
皆
様
方
の
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
６

月
１　４　
日
ま
で
の
１　０　
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

藤
岡
市
建
築
協
定
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
１　０　
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
５
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

市
長
提
出
議
案
６
件
を
即
決
。

◇
６
日
＝
経
済
建
設
常
任
委
員
会
。

◇
１　１　
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
１　４　
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託

・
市
長
提
出
追
加
議
案
２
件
を

可
決
。

議

長
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右
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検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。
又
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
健
康
診
査

の
事
後
指
導
に
力
を
入
れ
、
健
康
並

び
に
精
密
検
査
の
受
診
率
の
さ
ら
な

る
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

金
　
子
　
勝
　
治

痴
呆
高
齢
者
に
対
す
る

徘
徊
探
知
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
、

市
販
補
聴
器
が
高
価
格
の
た
め
、

補
助
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
前
立
腺
が
ん
が
増
加
し
て

い
る
が
、
集
団
検
診
項
目
に
入
れ

て
は
ど
う
か
。

選
挙
投
票
所
の
う
ち
、
段
差
の

な
い
所
は
４
ヵ
所
の
み
。
段
差
が

あ
る
上
、
履
物
を
脱
い
で
入
場
す

る
所
は
１　４　
ヵ
所
も
あ
る
。
投
票
所

問　

青
　
　
　
正
　
敏

部
長
級
給
与
職
政
策
調

整
官
４
人
、
同
調
整
官
付
き
係
長

４
人
、
計
８
人
の
役
職
新
設
は
機

構
改
革
に
逆
行
す
る
の
で
は
、
前

体
制
に
戻
し
真
の
機
構
改
革
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
伺
い
た
い
。
堆

肥
セ
ン
タ
ー
建
設
が
農
業
振
興
株

式
会
社
事
業
か
ら
外
さ
れ
た
が
設

立
目
的
を
反
故
に
す
る
様
な
事
を

何
故
す
る
の
か
伺
い
た
い
。
日
野

・
美
九
里
に
設
置
し
た
市
民
課
出

先
窓
口
の
利
用
が
極
め
て
少
な
い

が
、
利
用
拡
大
策
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

政
策
調
整
官
は
縦
割
り

の
弊
害
を
な
く
し
、
部
横
断
的
な
視

点
か
ら
政
策
推
進
を
図
り
重
要
課
題

の
立
案
総
合
調
整
な
ど
行
う
、
官
付

き
係
長
は
責
任
と
権
限
を
必
要
と
す

答　 問　

る
た
め
新
設
し
た
。
人
件
費
の
増
額

以
上
の
効
果
が
期
待
出
来
る
と
確
信

し
て
い
る
。
堆
肥
セ
ン
タ
ー
設
置
は

藤
岡
市
が
建
設
し
、
運
営
管
理
は
、

農
業
振
興
株
式
会
社
か
農
協
委
託
を

今
後
の
検
討
と
す
る
。
市
民
課
出
先

窓
口
業
務
に
八
月
か
ら
税
務
課
扱
い

の
各
種
証
明
の
交
付
も
行
う
予
定
で

あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
地
域
住

民
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
第
一
か
と
思
わ
れ
る
。

斉
　
藤
　
千
枝
子

我
が
市
で
は
脳
血
管
疾

患
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
が
、
全
国

平
均
よ
り
も
高
い
。
こ
の
脳
血
管

疾
患
の
早
期
発
見
、
予
防
に
効
果

の
あ
る
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
助
成
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
お
伺
い
致

し
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
は
、
三
大

答　 問　

成
人
病
の
死
亡
割
合
の
中
で
脳
血
管

疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
、
が
ん
に
次

い
で
二
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
脳
梗
塞
、
脳
動
脈
硬
化
症
等
に
よ

り
多
数
の
方
が
後
遺
症
に
悩
ん
で
い

ま
す
。
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
定

期
的
に
検
診
し
早
期
に
発
見
を
し
て
、

治
療
を
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
り
、

大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

発
見
が
遅
れ
大
病
に
な
り
ま
す
と
、

そ
の
後
の
治
療
期
間
や
費
用
、
色
々

な
面
で
負
担
が
増
大
し
て
き
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
必
要
性
は
十
分
感

じ
て
お
り
ま
す
が
、
助
成
を
す
る
と

な
り
ま
す
と
予
算
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
財
政
当
局
と
も
十
分
協
議

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

斉
　
藤
　
千
枝
子

我
が
国
で
は
Ｃ
型
肝
炎

持
続
感
染
者
が
２
０
０
万
人
程
い

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
当
市
に

お
い
て
平
成
１　１　
年
度
の
基
本
健
診

の
肝
機
能
検
査
で
異
常
が
み
つ
か

り
、
そ
の
中
の
何
人
か
が
医
療
機

関
で
精
密
検
査
を
行
っ
た
結
果
で

も
、
Ｃ
型
肝
炎
の
割
合
が
多
い
。

こ
の
肝
炎
に
感
染
し
て
い
て
も
、

自
覚
を
し
て
い
な
い
人
も
多
く
、

又
多
く
が
無
症
状
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
ま
ま
治
療
等
を
し
な
か
っ

た
場
合
、
慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
、

肝
が
ん
に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
基
本
検
診

に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
抗
体
検
査

を
加
え
る
こ
と
を
願
い
ま
す
が
、

お
伺
い
致
し
ま
す
。

基
本
健
診
の
検
査
項
目
は

老
人
保
健
法
に
よ
る
内
容
で
す
。
Ｃ

型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
抗
体
検
査
に
つ
き

ま
し
て
は
、
十
分
視
野
に
入
れ
た
中

で
医
療
機
関
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
、
検
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
、

医
療
体
制
の
万
全
が
図
ら
れ
る
よ
う

答　 問　

機
構
改
革
に
つ
い
て

脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成
に
つ
い
て

基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て

高
齢
者
問
題
に
つ
い
て

一

般

質

問



藤岡市議会だより（13.８.１）5

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
必
要
で
は
な

い
か
。
身
寄
り
の
な
い
方
の
墓
地

や
、
供
養
は
行
政
が
手
を
さ
し
の

べ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

徘
徊
探
知
機
の
貸
与
等
、

法
定
外
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
、
補
聴

器
の
補
助
制
度
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
の
補
装
具
給
付
事
業
で
対
応
し
、

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

検
査
項
目
に
加
え
て
い
き
た
い
。

選
挙
事
務
に
当
た
る
職
員
等
に
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
介
助
を
お
願
い

し
て
い
る
が
、
環
境
整
備
に
万
全
を

期
し
て
い
き
た
い
。
身
寄
り
の
な
い

方
の
終
末
問
題
は
、
一
部
の
方
の
善

意
に
頼
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、

宗
教
上
の
問
題
も
含
め
、
ど
の
様
な

対
応
が
可
能
か
、
検
討
し
て
み
た
い
。

答　

坂
　
本
　
忠
　
幸

制
度
運
営
が
ス
タ
ー
ト

し
、
１
年
経
過
し
た
訳
で
す
が
、

進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

要
介
護
認
定
者
は
１
千
１

３
８
人
で
す
。
内
訳
は
、
要
支
援
が

１
６
３
人
、
要
介
護
１
が
３
４
１
人
、

要
介
護
２
が
１
７
６
人
、
要
介
護
３

が
１
６
６
人
、
要
介
護
４
が
１
７
９

人
、
要
介
護
５
が
１
１
３
人
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
が
５
９
４
人
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
が
３
４
８
人
で
す
。
介
護
給
付

費
は
１
５
億
８
千
７
８
３
万
円
で
す
。

介
護
保
険
は
、
市
町
村

の
独
自
性
が
問
わ
れ
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
要
望
や
苦
情
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
又
、
そ
れ
ら
へ
の

対
応
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

主
な
要
望
は
、
寝
た
き
り

予
防
の
工
夫
、
病
院
へ
の
移
送
サ
ー

ビ
ス
、
施
設
で
の
幅
の
広
い
ベ
ッ
ド

が
ほ
し
い
な
ど
で
す
。
苦
情
は
、
施

設
の
対
応
や
介
護
度
が
下
が
っ
た
な

ど
で
す
。
今
後
は
、
介
護
相
談
員
や

運
営
協
議
会
等
を
設
置
し
て
、
サ
ー

答　 問　 答　 問　

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
　
戸
　
敏
　
子

平
成
１　２　
年
度
の
介
護
保

険
の
法
定
外
サ
ー
ビ
ス
の
現
況
は
。

在
宅
高
齢
者
紙
お
む
つ
等

給
付
事
業
が
利
用
者
１
３
４
人
。
介

護
家
族
支
援
事
業
と
し
て
高
齢
者
の

短
期
宿
泊
が
５
件
、
在
宅
高
齢
者
理

美
容
サ
ー
ビ
ス
が

２　２　
人
。
独
居
老
人

お
元
気
で
す
か
コ
ー
ル
が

２　８　
人
。
独

居
老
人
等
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

は
１
７
８
人
。
寝
た
き
り
老
人
等
日

常
生
活
用
具
給
付
１
件
。
高
齢
者
自

立
セ
ン
タ
ー
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス

１　５　
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

４　３　
人
。

介
護
慰
労
金
支
給
１
６
０
人
で
す
。

介
護
慰
労
金
に
つ
い
て

県
は
社
会
的
介
護
へ
の
移
行
の
観

問　 答　 問　

介
護
保
険
に
つ
い
て

高
齢
者
の
在
宅
介
護

の
支
援
に
つ
い
て

点
か
ら
見
直
し
て
い
く
が
市
の
対

応
は
。

又
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
有
効
な
在

宅
介
護
支
援
と
思
う
が
、
無
料
配

食
と
併
せ
て
有
料
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
等
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
見
直

す
考
え
は
。介

護
慰
労
金
は
県
補
助
金

３
万
円
で
年
額
８
万
円
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
県
は
平
成

１　５　
年
度
か
ら
廃

止
も
含
め
て
補
助
制
度
を
見
直
す
と

の
こ
と
で
す
が
、
市
で
は
こ
の
慰
労

金
が
心
強
い
生
活
支
援
、
介
護
支
援

の
役
割
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
県
の
補

助
が
廃
止
さ
れ
て
も
要
介
護
度
３
以

上
の
も
の
に
現
状
の
金
額
を
当
分
の

間
、
支
給
し
て
い
く
考
え
で
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
的
支
援

の
必
要
な
高
齢
者
の
自
立
に
食
事
は

重
要
な
問
題
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
一
番
希
望
の
多
い
サ
ー
ビ
ス
で

す
の
で
、
社
会
的
基
盤
整
備
に
不
可

欠
で
あ
り
、
実
施
す
べ
き
事
業
と
考

え
て
お
り
十
分
検
討
し
ま
す
。

答　

大
　
戸
　
敏
　
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
支
援

策
と
市
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い

て
。

税
制
面
で
は
法
人
市
民
税

の
均
等
割
を
減
免
、、
軽
自
動
車
税
、

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
同
様
な
措

置
。
業
務
委
託
は
実
態
調
査
に
基
づ

き
可
能
な
も
の
は
委
託
の
方
向
で
協

議
し
て
い
き
た
く
、
補
助
金
は
補
助

金
交
付
型
支
援
で
な
く
、
実
務
環
境

整
備
型
の
施
策
を
考
え
、
基
本
方
針

検
討
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。
支
援

施
策
は
予
算
化
に
努
め
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
自
立
し
た
市
民
の

主
体
的
活
動
で
あ
り
行
政
と
対
等
。

平
成
１　４　
年
度
目
標
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
た
い
。

答　 問　 Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
援
策
に
つ
い
て
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報告１号 専決処分の承認を求めることついて（藤岡市税条例等の一部改正） 承 認（全員一致）

報告２号 専決処分の承認を求めることついて（藤岡市国民健康保険税条例の一部改正） 承 認（全員一致）

報告３号 専決処分の承認を求めることついて（藤岡市都市計画税条例の一部改正） 承 認（全員一致）

報告４号 専決処分の承認を求めることついて（平成12年度藤岡市一般会計補正予算第４号） 承 認（全員一致）

報告５号 専決処分の承認を求めることついて（平成12年度藤岡市老人保健特別会計補正予算第３号） 承 認（全員一致）

報告６号 専決処分の承認を求めることついて（平成12年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算第３号） 承 認（全員一致）

報告７号 専決処分の承認を求めることついて（平成12年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算第４号） 承 認（全員一致）

第 40  号 固定資産評価員の選任について 同 意（全員一致）

第 41  号 藤岡市職員の退職手当に関する条例の一部改正について　　　　　　　　　　　　　　　　　 可 決（全員一致）

第 ４ 号 議長の選挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 当 選

常任委員会委員の選任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 選 任

議会運営委員会委員の選任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 選 任

第 ５ 号 群馬県六市自転車競走組合議会議員の補欠選挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 当 選

第 ６ 号 多野藤岡医療事務市町村組合議会議員の補欠選挙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 当 選

議　案　等　審　議　結　果（６月定例会）

報告８号 平成12年度藤岡市一般会計予算繰越明許費繰越計算書について 報 告

報告９号 平成12年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算繰越明許費繰越計算書について 報 告

報告10号 平成12年度藤岡市下水道事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書について 報 告

報告11号 平成12年度藤岡市水道事業会計予算の繰越について 報 告

報告12号 専決処分の承認を求めることについて（群馬県市町村総合事務組合規約の一部改正） 承 認（全員一致）

諮問１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 異議なし（全員一致）

第 42  号 藤岡市等公平委員会委員の選任について 同 意（多　　数）

第 43  号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意（全員一致）

第 44  号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意（全員一致）

第 45  号 藤岡市建築協定に関する条例の制定について 可 決（全員一致）

第 46  号 藤岡市建築基準法関係手数料条例の制定について 可 決（全員一致）

第 47  号 工事請負契約の締結について 可 決（多　　数）

第 48  号 市道路線の廃止について 可 決（全員一致）

第 49  号 市道路線の認定について 可 決（全員一致）

報告13号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 報 告

第 50  号 備品購入契約について 可 決（多　　数）

第 51  号 備品購入契約について 可 決（全員一致）

第 １ 号 輸入の急増によって価格が暴落しているあらゆる農産物のセーフガード発動を求める陳情 趣旨採択（多 数）

盛
夏
の
候
、
藤
岡
祭
り
も
盛
大
に
行

わ
れ
、
一
時
の
涼
を
求
め
楽
し
ん
だ
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
５
月
臨
時
会
に
於

い
て
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
４

常
任
委
員
会
を
３
常
任
委
員
会
に
し
、

ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
の
構
成
も
替
わ
り
、
不
肖
、
私
が

互
選
の
結
果
、
委
員
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
更
な
る
議

会
だ
よ
り
充
実
の
た
め
委
員
一
同
努
力

を
重
ね
て
、
市
民
の
皆
様
に
議
員
活
動

が
、
よ
り
一
層
ご
理
解
い
た
だ
け
る
様

な
読
み
易
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

委

員

長
　
針
谷
　
賢
一

副
委
員
長
　
坂
本
　
忠
幸

委
　
　
員
　
冬
木
　
一
俊

〃
　
　
佐
藤
　
　
淳

〃
　
　
笠
原
　
史
嗣

〃
　
　
斉
藤
千
枝
子

〃
　
　
青
木
　
　
寛

〃
　
　
　
田
　
達
哉

議　案　等　審　議　結　果（５月臨時会）
番　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　　果

編編

編集

編後

編記

市議会を傍聴しよう
議会は３・６・９・１２月の定

例会と随時の臨時会が開かれま

す。
傍聴希望者は、市民相談室へ

申し込んでください。

問い合わせは市議会事務局
（1２２－１２１１内線３６１）へ

市長提出議案

選 挙 ・ 選 任

番　号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　　果

市長提出議案

陳　　　　情
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